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　昔から、なぜか未完成なもの、完成

の一歩手前のものに心惹かれる傾向

がありました。たとえば、夜空に浮か

ぶあのお月さま。三日月よりも、三日

月の１日前。満月よりも、満月の1日

前。完璧な三日月形よりも、完璧なま

ん丸よりも、その一歩手前の輝きの方

が、より美しいと思えるのです。

　そして、少し前の話ですが、ひょん

なことからその満月の一日前のお月

さまに、「幾
きぼう

望」という名前がついてい

ることを知りました。満月は別名「望

月（もちづき）」ということから、「幾望」

は「望月に幾（ちか）い」あるいは「幾（ほ

とん）ど望月」というくらいの意味な

のだということです。

　「きぼう」という言葉の響き自体も

素敵ですし、もともと「望」という漢

字そのものに、「なかなか手の届かな

い遠方のものを捜し求める」という意

味があります。手が届きそうで届かな

い満月に向かって、あと少し、もう少

し、と手を伸ばすかのように輝きを増

していくわずかに欠けた月、ひとつの

「完成」を目指すその輝きに、魅せら

れた人は多かったのでしょう。昔の人

の名づけのセンスに、拍手を送りたく

なります。

　わたしたちも、いつも何かの完成に

向かって歩んでいるような気がしま

す。幼い頃には「将来、何になりたいか」

と無邪気に夢を見て、どうすればそこ

にたどりつけるかと幼いなりに考え

ますし、節目節目で目標を立て、それ

を実現させるために努力したりもし

ます。人生そのものが、何かひとつの

大きな「完成」に向かって歩むことだ

と言うこともできるでしょう。

　しかし、わたしたちはときどき、自

分が未完成であることに対して、不安

を覚えることもあります。幼い頃の夢

をそのまま実現させる人は、そう多く

はありません。どうしても何かをあき

らめなければならなくなり、泣く泣く

方向転換することもあります。未完成

だからこそ迷いますし、ちょっとした

ことで揺れ動きます。自分のもってい

る欠けた部分が、ゆるせなくなってし

まうこともあります。ときにはすべて、

投げ出してしまいたくなってしまう

ことさえあります。

　しかし、少し欠けた形であっても、

完成である「望」に向かって歩みをつ

づける「幾望」の月は、満月におとる

ことなく、とても美しく輝いています。

そうであるようにわたしたちも、欠け

た部分を抱えながら、ときには迷い、

不安になりながら、それでも生きるこ

とをあきらめず、あと少し……もう少

し……と歩みつづける姿は、心に強く

うったえかける、美しい輝きを放って

いると思うのです。

　月のきれいな季節です。もし不安や

迷いにおしつぶされそうになること

があったら、立ち止まって、ふっと夜

空を見上げてみるのはいかがでしょ

うか。十五夜も十三夜ももちろんすば

らしいのですが、十四夜の「きぼう」

の月、これを私はおすすめします。
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谷 健（たにけん）…昭和5年7月生まれ。東京都の公立小学校7校の勤務。専門は英語、道徳。道徳副読
本の編集に従事。

教育いろは
谷センセイの

第7回　江戸時代の教育　その1
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【祈りの言葉】

イエスよ、あなたが望まれるのは、倒

れないことではなく、倒れても起き

上がり、あなたに最後まで従うこと

です。あなたの愛と忍耐にならい、十

字架の後に来るべき復活の希望に生

きさせてください。
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